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１．アンケート結果について



「子育て中の保護者を対象とした「離乳食・ベビーフード」に関するアンケート」概要

（１）テーマ

「子育て中の保護者を対象とした「離乳食・ベビーフード」について」

（２）目的

離乳食・ベビーフードを利用している子育て世代に対してアンケートを実施し、

離乳食・ベビーフードへの不安を調査し、その不安に対してリスクコミュニケーションを実施することにより、

食への不安の軽減を図り、子ども達の将来に向けた健全な食生活に資することを目的としています。

（３）期間

令和４（2022）年12月13日～31日

（４）方法

インターネットを通じて実施。（質問11問）

（５）調査対象：栃木県内に住む0歳～12歳の子供がいる母親

依頼総数：8,598人（メルマガ会員等）

（６）回答者数（回答率 ）

116人（ 1.4％ ）

（７）アンケート委託先

株式会社ビジュアル（栃木県宇都宮市下川俣町166-1 ）



1.利用している, 59.5%

2.利用しているが、でき

るだけ手作りにしてい

る, 28.5%

3.市販の「離乳食・ベビー

フード」はほとんど利用しな

い, 7.8%

4.市販の「離乳食・ベビーフード」はまったく利用しない, 4.3%

Q3 市販の「離乳食・ベビーフード」を利用していますか？ （１つ選択）

(n=116)



Q5 普段、「離乳食・ベビーフード」はどこで買いますか？
一番多く購入する場所を選んでください。（１つ選択）

1.スーパーマーケット, 6.0%

2.ドラッグストア, 44.0%5.乳幼児用品の専門店, 

43.1%

8.宅配（コープデリ、パルシ

ステムなど）, 4.3%

9.市販の離乳食・ベビーフードは

買わない, 2.6%

(n=116)
＊「3.コンビニ」、「4.大型量販店」、「6.100円ショップ」、「7.インターネット販売」を選んだ者はいなかった。



Q6 市販の「離乳食・ベビーフード」を選ぶポイントは何ですか？
（複数回答可）
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3.4%

1.お子さんが好きなもの

2.友人から勧められたもの

3.値段の安いもの・特売品のもの

4.新発売や流行っているもの

5.食品添加物の少ないもの

6.糖分・塩分・カロリーなどが控えめなもの

7.栄養価を補給できるもの

8.おいしそうなもの

9.自宅では調理しにくいもの

10.昔から販売されているもの

11テレビ、雑誌、SNSなどで紹介されたもの

12.国産のもの

13.製造しているメーカー

14.オーガニックのもの

15.特に気にしない

16.市販の離乳食・ベビーフードは利用しない
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Q7「離乳食・ベビーフード」を購入する時、パッケージのどこをみま
すか？（複数回答可）

16.4%

43.1%

28.4%

45.7%

36.2%

30.2%

42.2%

20.7%

15.5%

7.8%

78.4%

13.8%

3.4%

1.デザイン

2.値札

3.商品名

4.原材料

5.内容量

6.賞味期限、消費期限

7.栄養価

8.製造メーカー

9.原料の産地名

10.製造地

11.お子さんの月齢に合った商品かどうか

12.注意点（１回に与える量、開封後の取扱い）

13.市販の離乳食・ベビーフードは利用しない
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Q8 お子さんに食べさせたい市販の「離乳食・ベビーフード」とはどん
なものと考えていますか？（複数回答可）

74.1%

6.0%

3.4%

25.9%

88.8%

8.6%

38.8%

4.3%

15.5%

2.6%

0.9%

１.おいしいもの

２.甘くないもの

３.カロリーが低いもの

４.塩分が低いもの

５.栄養バランスが考えられているもの

６.食物繊維が入っているもの

７.食品添加物が入っていないもの

８.手作りのもの

９.SNSなどで評判が良いもの

10.市販の離乳食・ベビーフードは利用したくない

11.その他
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Q10 お子さんに与えている市販の「離乳食・ベビーフード」に不安があ
りますか？（１つ選択）

1.値段が高いことが不安, 21.6%

2.偏食にならないか不安, 6.9%

3.糖分・カロリーの取り過ぎが
不安, 5.2%

4.塩分の取り過ぎが不安, 10.3%

5.栄養が不足していないか不安, 3.5%

6.食品添加物が多そうで
不安, 26.7%

7.製品の衛生面が
不安, 1.7%

8.何も不安はない, 
21.6%

9.市販の離乳食・ベビーフードは
利用しない, 2.6%

(n=116)



２．食品添加物とは？



昔から使われている食品添加物

ラーメンの
コシを生む

豆乳を固めて
豆腐

こんにゃく芋の
アクを抜いて固めて
こんにゃく

かんすい
（炭酸ナトリウムなど）

にがり
（塩化マグネシウムなど）

消石灰（水酸化カルシウム）
炭酸ソーダ（炭酸ナトリウム）



食品添加物の種類

食品添加物
利用している

お菓子
食品添加物の役目

ふっくら ・膨張剤
・ビスケット
・おまんじゅう

ケーキなどをふっくらさせ、ソフ
トにする。

・ 炭酸水素ナトリウム
・ 焼ミョウバン

プルプル
・増粘剤
（増粘多糖類）
・糊剤

・プリン

食品に滑らかな感じや、粘り気を
与え、分離を防止し、安定性を向
上させる。

・ ペクチン
・ カルボキシメチルセルロース

ドロドロ ・ゲル化剤
・ゼリー
・ジャム

食品に滑らかな感じや、粘り気を
与え、分離を防止し、安定性を向
上させる。

・ ゼラチン（動物の皮や骨）
・ 寒天（テングサ）



食品添加物 既存添加物（357品目）

指定添加物（474品目）

天然香料

一般飲食物添加物

（令和4年10月26日現在）

いわゆる
天然添加物

厚生労働大臣が
指定した添加物

●食品添加物の体系



⑴ 安全性が実証または確認されるもの

⑵ 使用により消費者に利点を与えるもの

① 食品の製造、加工に必要不可欠なもの

② 食品の栄養価を維持させるもの

③ 腐敗、変質、その他の化学変化などを防ぐもの

④ 食品を美化し、魅力を増すもの

⑤ その他、消費者に利点を与えるもの

⑶ 既に指定されているものと比較して、同等以上か別の効果を発揮するもの

⑷ 原則として化学分析等により、その添加を確認し得るもの

●食品添加物として指定されるための条件

「小冊子「もっと知ってほしい食品添加物のあれこれ」2022年度版」抜粋（一般社団法人日本食品添加物協会）



３．食品添加物は安全？



（厚生労働省作成資料より）



（食品安全委員会作成資料より）



（味の素株式会社HPより）



４．食品表示から食品添加物の読み解き方について



パ
ッ
ケ
ー
ジ
表
面

パ
ッ
ケ
ー
ジ
裏
面

商品名

食品表示



パ
ッ
ケ
ー
ジ
裏
面

調味料（アミノ酸等）
グルタミン酸ナトリウムやイノシン酸ナトリウムなど

の化学的に合成されたものは、添加物として取り扱われて
います。添加物の調味料の多くは、本来昆布やかつお節の
中にあって、「だし」として昔から使われてきたものの旨
味成分を化学的に合成したり、抽出したものです。

トレハロース
さっぱりとした上品な甘味を呈します。

pH調整剤
乳酸やクエン酸などが腐敗防止や変色防止の目的で使わ

れています。

甘味料（甘草）
天然の甘味料である甘草の主成分はグリチルリチン酸で

す。甘さは砂糖の約200倍で、塩味を和らげる効果や旨味
出し効果があります。

酸化防止剤（ビタミンE）
油脂などの酸化を防ぎ、保存性をよくします。



名 称 どら焼

原材料名 つぶあん（砂糖、小豆）（国内製

造）、卵、小麦粉、砂糖 / 膨張剤

、甘味料（ステビア）（一部に卵・

小麦を含む）

内容量 １個入り

消費期限 2021.3.5

保存方法 直射日光、高温多湿を避けて保存し

てください。

製造者 ○○製菓株式会社

栃木県○○市○○555

栄養成分表示（本品1個（100g）あたり）

熱量 284 Kcal
たんぱく質 6.2 g
脂質 2.6 g
炭水化物 58.9 g
食塩相当量 0.3 g

開封後はお早めにお召し上がりください。

（この表示値は、目安です。）

【ポイント1】使われている量が多い順に記載されています。食品表示例

【ポイント2】食品添加物は「／」の後ろを確認
しましょう。

【ポイント3】一括名で表示される食品添加物も
あります。

【ポイント4】用途と物質名の併記が必要な食品添加物もあ
ります。

【ポイント5】表示を省略できる食品添加物もあ
ります。



●好ましくない食品添加物に関する食品表示の例

⑴ 事実に反する「無添加」、「食品添加物不使用」

その例：

① 食品添加物を明らかに使用している場合

② 加工助剤、キャリーオーバーあるいは強化剤等、法令で表示免除の

食品添加物を使用している場合

⑵ 正当な根拠なく（一部ないしはすべての）食品添加物の有用性ないし安全性

を否定する表示

⑶ 消費者の不安感を利用した表示

「「無添加」、「不使用」表示に対する見解」抜粋（一般社団法人日本食品添加物協会）



何も添加して
ないの？

人工ってなに？

保存料は使ってないけど、
酸化防止剤は使っている
んだ・・・



５．行政の対応について



食品添加物の使用状況・食品表示の監視指導

監
視
指
導

衛生管理指導等と併せて・・・

⚫ 食品添加物の使用方法は適切か。
・使用可能な食品
・使用可能な量

⚫ 食品添加物の保存方法は適切か。

⚫ 食品添加物の表示は適切か。

（食品添加物以外の表示も確認）

製
造
所
・
販
売
店

監視指導について

食品衛生監視員
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年度

健康福祉センター対応分

監視計画件数
結果

（件数）
達成率

〃 29(2017) 13,362 14,275 106.8 %

〃 30(2018) 13,316 13,812 103.7 %

令和元(2019) 13,385 14,564 108.8 %

〃 ２(2020) 13,408 10,424 77.7 %

〃 ３(2021) 7,500 5,159 68.8 %

栃木県食品衛生監視指導計画に基づく監視結果
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収去検査の実施状況（牛乳及び加工乳を除く）

年 度
収 去
検体数

不良
検体数
（実数）

不良理由（延数）

違反率
（％）

大腸菌群
添加物
使用基準

その他

平成29(2017) 2,364 71 24 3 49 3.0 

平成30(2018) 2,358 55 18 1 39 2.3 

令和元(2019) 2,308 42 26 1 25 1.8 

令和2(2020) 1,717 24 10 0 20 1.4 

令和3(2021) 1,475 5 3 0 3 0.3 

区 分
収 去
検体数

不 良
検体数

不良理由（延数）

大腸菌群 その他

魚介類 41 0 0 0

冷凍食品 60 0 0 0

魚介類加工品（かん詰・びん詰を除く） 34 0 0 0

肉卵類及びその加工品（かん詰・びん詰を除く） 109 0 0 0

アイスクリーム類・氷菓 57 2    2 0

穀類及びその加工品（かん詰・びん詰を除く） 76 0 0 0

野菜類・果物及びその加工品（かん詰・びん詰を除く） 212 0 0 0 

菓子類 59 *1 *1 *1 

清涼飲料水 91 0 0 0

酒精飲料 21 0 0 0

その他の食品 222 2 0 2 

牛乳類、乳製品等 92 0 0 0

生乳 60 0 0 0

有害物質（汚染物質）モニタリング検査（国産） 168 0 0 0

有害物質（汚染物質）モニタリング検査（輸入） 31 0 0 0

遺伝子組換え食品検査 14 0 0 0

食物アレルゲン検査 20 0 0 0

放射性物質検査 108 0 0 0

計 1,475 *5 *3 *3 

令和3(2021)年度 食品等の収去検査

*：複数の不適合がある場合があるので合計数は一致しない。
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令和3(2021)年度 遺伝子組換え食品の検査

令和3(2021)年度 食物アレルゲン検査

検 体 の 種 類 検査の種類 検体数 結 果

大豆 定量 10 適正な表示であった。

トウモロコシ 定性 4 安全性未審査の遺伝子組換え食品は検出されなかった。

特定原材料の種類 検 査 食 品 検体数 検出件数

乳 和生菓子、洋生菓子、焼菓子、調味料等 10 0 

卵 和生菓子、焼菓子、豆腐等 10 0 

令和3(2021)年度 放射性物質検査

検査項目 検 査 食 品 検体数 検出件数

放射性セシウム
牛、豚、鶏卵、牛乳、はちみつ、天然氷、

野菜類、海水魚
108 0 



毎年8月と12月を栃木県食品表示適正化強化月間と定め、
食品表示に係る関係機関が合同で、食品表示の監視指導を実施しています。

指導事項 不適事項があった店舗数

原材料名表示の欠落又は誤記 46 店舗

原産地（原料原産地を含む）表示の欠落又は誤記 43 店舗

食品添加物表示の欠落又は誤記 40 店舗

アレルゲン表示の欠落又は誤記 35 店舗

製造(加工)者氏名、製造(加工)所所在地表示の欠
落又は誤記 23 店舗

令和３(2021)年度監視実績
実績調査回数 調査店舗数

14 回 61 店舗
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アニサキス幼虫
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とちぎ県民だより7月号（VOL.381）「安全な“食”は健康の源」より



とちまる食の安全通信

県では、消費者向けの食に関わる情報を

SNSを通して週1回程度提供しています。

スマートフォンなどからご覧ください。
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YoutubeFacebook twitter



御静聴ありがとうございました
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